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　天神段遺跡は，東九州自動車道建設に
ともな

伴う発掘調査によって多くの遺物が出土しました。中でも，12 世紀

後半から 13 世紀にかけての 6基の
 
ど こう ぼ

土坑墓から，
 わばさみ

和鋏，
てつぞく

鉄鏃，
ぼうすいしゃ

紡錘車などの鉄製品に加え，
せいどうせい

青銅製の鏡，
はく じ

白磁

や
せい じ

青磁の
わん

碗，
 は  じ  き

土師器の皿や
かめ

甕，
かっせきせいいしなべ

滑石製石鍋などの
ふくそうひん

副葬品が発

見されました。これらの多種多様な副葬品は，当時の歴史文

化を知ることができる貴重なものです。。

　今年 4月 19 日に，これらの副葬品計 51 点が県の有形文化

財に指定されました。
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　今回で第 7 次の調査になる中津野遺跡では，台地部

から低地部にかけての 5地点の調査を行いました。特

に低地部では，近世の大型
 ど こう

土坑やカマド状遺構，縄文

時代の土器片等が 5000 点以上出土しました。

　大型土坑は
わんがた

椀形の掘り込みに粘土

を貼りつけて作られており，円形の

張り出しがあるなどの特徴がみられ

ます。
てっさい

鉄滓や
ふいご

鞴 の
 は ぐち

羽口などが入っ

ていたことから，
 か  じ

鍛冶関連の遺構で

ある可能性が考えられます。

～
なか  つ  の

中津野遺跡 ( 南さつま市 ) ～

職人は何を作っていたのでしょう？

大型土坑（左）とカマド状遺構（右）大型土坑（左）とカマド状遺構（右）大型土坑（左）とカマド状遺構（右）

大型土坑大型土坑大型土坑出土した土器片出土した土器片出土した土器片

　志布志市
ありあけ

有明町
 い さき だ

伊﨑田に所在する下原遺跡調査区③で

は，今年度，弥生時代の
たかゆか

高床建物跡と考えられる
ちゅうけつ

柱 穴

が発見されました。長辺が約 380cm，短辺が約 190cm の

長方形に並んでいます。穴の直径

は約 30cm で，深さは約 80cm もあ

りました。一般的な
 と

跳び箱の４段の高さと同じ

です。深く穴を掘り，
がんじょう

頑丈な建物を支える柱を

立てたのでしょう。

　今の時代，スコップなどの掘るための道具は

たくさんありますが，昔はいったいどんな道具

を使って掘っていたのでしょうか。また，この

高床建物はどんな目的で使われ，どんな形をし

ていたのか想像が
ふく

膨らみます。

～
しもはら

下原遺跡 ( 志布志市 ) ～

どんな建物が建っていたのだろう？

出土した石斧出土した石斧出土した石斧

断面を調査中の柱穴断面を調査中の柱穴断面を調査中の柱穴
柱穴の断面柱穴の断面柱穴の断面

　萩ヶ峯Ａ遺跡は，鹿屋市の北西部の標高約 140ｍの

台地の
えんぺんぶ

縁辺部にあります。

　縄文時代早期・晩期や古墳時代の

遺構・遺物が見つかりました。

　古墳時代の調査で，竪穴住居跡と考えられる遺構が２基検出されまし

た。その内１基は，５ｍ×５ｍの方形の大きな住居跡で，床面から
つぶ

潰れ

た状態の完全な形の
かめ

甕が出土しました。

　今後，出土した遺物や周辺の遺跡との関連性を整理作業で詳しく調べ

ていく予定です。

～
はぎ  が みね

萩ヶ峯A 遺跡 ( 鹿屋市 ) ～

古墳時代の集落跡？

調査中の竪穴住居跡調査中の竪穴住居跡調査中の竪穴住居跡

潰れた状態で出土した甕潰れた状態で出土した甕潰れた状態で出土した甕

　鹿児島（鶴丸）城跡では，平成26年度から，

鶴丸城跡保全整備事業の一環として発掘調

査を行っています。平成 27 年度は，本丸に

あった
 ご ろうもん

御楼門部分周辺の石垣の
しゅうふく

修復と
 お すみやぐら

御角櫓

の整備に伴う調査を行いました。その結果，次

の３つの大きな新発見がありました。

　１つ目は，石垣周辺の構造がわかったことです。石垣

の周囲には，石組みの
はいすいこう

排水溝が
めぐ

巡っており，排水をいか

に処理するかを考えた構造になっていました。

　２つ目は，全国的にも発掘調査された例が少ない
のう ぶ たい

能舞台

の
はしがか

橋掛り部分を確認したことです。橋掛りとは，「
ほん ぶ たい 

本舞台」

と「
かがみ

鏡 の
 
ま

間（
がく や

楽屋）」を結ぶ
ろう か

廊下のことで，今回はその

床下面を確認しています。橋掛りの床下面は
はんえんみぞじょう

半円溝状で，
かた

堅くした地面の上に
しっくい

漆喰を
 し

敷き
かた

固めており，
おんきょうこう か

音響効果を

高める工夫をしていました。島津家が武芸だけでなく，文

化・芸術面にも力をいれていたことを示すものといえる

でしょう。

　３つ目は，西南戦争の時のものと考えられる
じゅうだんこん

銃弾痕 や
ほうだんこん

砲弾痕，
じつだん

実弾の
 は へん

破片等を確認したことです。御楼門部分

の排水溝には，
よんきんさんぽう

四斤山砲という大砲の砲弾片や砲弾を受

けた衝撃で
くず

崩れた石垣の破片が
さんらん

散乱していました。また，石垣には，

砲弾片や銃弾がめり込んだ状態で確認されています。さらに，石垣裏

側の調査では，銃弾も見つかりました。鹿児島（鶴丸）城跡は，明

治 10（1877）年におきた西南戦争の戦場になっており，これらは，そ

の時のものと考えられます。

　発掘調査は，今年度も継続して行います。まだまだ鹿児島（鶴丸）

城跡のふしぎ発見！が続きそうです。

～鹿児島（
つるまる

鶴丸）城跡 ( 鹿児島市 ) ～

“新発見” が続々と！

石垣の前面と背面の構造（模式図）石垣の前面と背面の構造（模式図）石垣の前面と背面の構造（模式図）

能舞台の橋掛りの断面（模式図）能舞台の橋掛りの断面（模式図）能舞台の橋掛りの断面（模式図）

石垣に残る弾痕石垣に残る弾痕石垣に残る弾痕

能舞台の橋掛り部分の床下面能舞台の橋掛り部分の床下面能舞台の橋掛り部分の床下面

出土した遺物（軒丸瓦など）出土した遺物（軒丸瓦など）出土した遺物（軒丸瓦など）排水溝と石列排水溝と石列排水溝と石列
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　発掘調査を進めるときに，
たいせき

堆積している 土層のよ

うすを
じっそく ず

実測図や写真などで記録します。これは遺跡

の移り変わりや埋もれていく過程を知ることや，遺

物・遺構を含む層の新旧関係を
 は あく

把握するために必要

な作業になります。しかし，土層の中には過去に発

生した地震などの自然災害の証拠が見られるものや貝塚のように図で表すのが難しいものもあります。そこで，

土層の表面を本物の土砂が付いた資料として残す方法が土層転写です。ここでは，宮脇遺跡（大崎町）で実施

した土層転写の手順を紹介します。

まず，
へきめん

壁面をきれいにけずります。

火山灰など砂状で
くず

崩れやすい部分

は，
ようざい

溶剤でうすめた
じゅ し

樹脂を吹きつ

けて固めます。

ガーゼを必要な長さに切って巻き，

はぎ取る面の上に竹串でとめておき

ます。このとき，巻いたガーゼを5㎝

程度重ねます。

樹脂（NS10）を容器にとってハケ

で壁面に塗っていきます。このと

き，
 ぬ

塗るというより置く感覚で進

めていきます。

そのまま半日から一晩放置して完

全に固まらせます。裏面に遺跡名・

年月日・上下・レベルなどを記入

しておきます。

手のひらやハケでガーゼを押しつけ

て薬品をなじませたら，再度樹脂を

塗ります。

塗り終わって，樹脂が糸を引く程度

に
ねば

粘り
 け

気が出たら巻いたガーゼをす

だれのように降ろして上から
 は

貼り
 つ

付

けていきます。

 じじゅう

自重 で切れてしまわないように
りょうわき

両脇から棒で支えながら，上から
 い しょく

移 植ゴテでほぐすようにはぎ取っ

ていきます。

　このあと，センターに持ち帰り土がはがれないように樹脂を表面に塗って強化します。最後は，パネルに接着

剤で貼り付けて完成となります。今回，紹介した宮脇遺跡の土層転写の資料は上野原縄文の森の第 46 回企画展で

公開予定です。

はぎ取ったものを地面に広げた状態

です。このあと，
 よ ぶん

余分な土などを取

り除きます。

かたまり状の土がはがれないように

気をつけながら，土が付きすぎた部

分（厚い部分）をけずりこんで，5㎜

程度の厚さにします。

じじじじゅうじじじじじゅじゅうじゅじゅうじゅうじじ うじじじ うじ ううううううじじじゅうううううじゅうじゅじゅうじゅうじゅじゅじゅうううじゅじゅうじゅじゅうゅうゅゅううじゅじじゅうじゅう

　山ノ口遺跡は，志布志市
ありあけ

有明町
 い さき だ

伊﨑田に所在し，標高 130ｍの

台地上に位置する遺跡です。平成 27 年度の調査では，縄文時代早

期（約 8,000 年前）の人々が矢じりなどの石器を作った跡と考え

られる場所を３か所発見しました。また，縄文時代後期（約 3,500 年前）では，

当時の道と考えられる硬くしまった面（
おびじょうこう か めん

帯 状 硬化面）が 7条発見されました。

硬い面は西から東方向へ下りながら，ほぼ同じ範囲で見つかりました。更に，

薩摩焼が埋まっていた近世の道跡も発見され，昔から人々がこの場所を通って

移動していたことが確認できる遺跡です。

～
やま  の くち

山ノ口遺跡（志布志市）～

縄文時代から続く交通の
よう しょう

要衝？

帯状硬化面帯状硬化面帯状硬化面

石器を作った跡石器を作った跡石器を作った跡 縄文時代後期遺物出土状況縄文時代後期遺物出土状況縄文時代後期遺物出土状況 近世の道跡近世の道跡近世の道跡

　平成 28 年 7 月 15 日（金）から平成 28 年 11 月 13 日（日）まで，上野原縄文

の森で第 46 回企画展「新発見！かごしまの遺跡２０１６～発掘速報展～」を開

催します。平成27年度に発掘調査や整理作業・報告書刊行を行った遺跡を中心に，

最新の情報を紹介します。

　「かごしま近代化遺産調査事業」に
ともな

伴 い調査を行った
しき ね

敷根火薬製造所跡と
 ね じめ

根占

砲台跡をはじめ，能舞台跡の発見や西南戦争の
だんこん

弾痕などが見つかった鹿児島城跡，

大規模な
しゅうせき

集 石遺構や
れきぐん

礫群遺構が見つかった牧野遺跡，県道や国道・東九州自動

車道路建設などに伴う発掘調査の成果など，多くの注目される資料を展示してい

ます。

　企画展開催中には，発掘調査に携わった職員が講師となる企画展講演会も 2回

計画されています。また，毎週土・日・祝日には展示館スタッフによるギャラリー

トークも行われます。日時や内容については上野原縄文の森のホームページをご覧ください。

　平成 27 年度の発掘調査を一度に見ることができるまたとない機会ですので，ぜひ上野原縄文の森まで

足をお運びください。

ミニュチュア発掘体験ミニュチュア発掘体験ミニュチュア発掘体験 ギャラリートークギャラリートークギャラリートーク 企画展講演会企画展講演会企画展講演会

企画展示室企画展示室企画展示室

※写真は平成27年度のものです。



  当センターの見学は，土曜・日曜・祝日・年末年始を

除き，毎日午前９時～午後５時まで，入館料は無料です。

　なお，当センターのホームページは，鹿児島県教育委員会（http://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku/）

または，上野原縄文の森(http://www.jomon-no-mori.jp)からお入りください。
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南種子町
屋久島町三島村与論町

和泊町

知名町

伊仙町

天城町

徳之島町

瀬戸内町

宇検村
大和村

龍郷町
喜界町

見学してみない？

発掘現場 平成28年度 発掘調査予定遺跡
　埋蔵文化財センターでは，県内各地で発掘調査を行っており，そ

の様子を見学することができます。見学を希望される場合は，県立

埋蔵文化財センターか公益財団法人鹿児島県文化振興財団埋蔵文化

財調査センター，市町村教育委員会にお問い合わせください。

県立埋蔵文化財センターが行う発掘
(公財)埋蔵文化財調査センターが行う発掘
市町村教育委員会が行う発掘調査で県立埋
蔵文化財センターが支援する遺跡
※【　】内は，調査期間(予定)です。見学に行かれる際
  は，事前に各担当組織にご確認ください。

発掘調査のようす発掘調査のようす
（山ノ口遺跡：平成27年度）（山ノ口遺跡：平成27年度）

発掘調査のようす
（山ノ口遺跡：平成27年度）

東九州自動車道

北薩横断道路

大隅縦貫道

南薩縦貫道

九州縦貫自動車道

南九州西回り自動車道

都城志布
志道路

志布志市

曽於市

垂水市

鹿児島市

鹿児島市

鹿屋市

大崎町

東串良町

肝付町
錦江町

南大隅町

指宿市

南九州市
枕崎市

南さつま市

日置市薩摩川内市

いちき
串木野市

薩摩川内市

さつま町

阿久根市

長島町

出水市
伊佐市

湧水町

姶良市
霧島市

奄美市 かわでら

川寺遺跡ほか

世之主の墓ほか
  よ   の  ぬし

下原洞穴
しもはらどうけつ

唐仁古墳群
とうじん こ ふんぐん

横瀬遺跡
よこ せ  

山ノ神遺跡
やま の かみ

上原遺跡
うえはら

柊崎遺跡
くぬぎざき

宗功寺墓地
そう こう  じ

供養原B遺跡
  く   ようばる

【10月～１月】
木森遺跡
き もり

【５月～９月】
見帰遺跡
 みかえり

【５月～10月】
小牧古墳群
こ  まき  こ  ふんぐん

【５月～１月】
春日堀遺跡
かすが ぼり

【11月～１月】
宮脇遺跡
みやわき

【５月～１月】
小牧遺跡
 こ  まき

【５月～２月】
町田堀遺跡
まち だ  ぼり

【５月】
高野木遺跡
たか の   き

【５月～２月】
田原迫ノ上遺跡
  た はらさこ の  うえ

【10月～２月】
山ノ上B遺跡
やま の うえ

【７月～９月】
萩ケ峯A遺跡
はぎがみね

しろみず

【５月～６月】
白水A遺跡
しろみず

【５月～１月】
川久保遺跡
かわ く    ぼ

【11月～２月】
中津野遺跡
なか つ  の

【10月】
久慈白糖工場跡久慈白糖工場跡
  く    じ  はくとうこうじょうあと  く    じ  はくとうこうじょうあと
久慈白糖工場跡
  く    じ  はくとうこうじょうあと

【５月～９月】
河内山鉱山跡
かわ ち やまこうざんあと

原村遺跡
【８月】

はらむら

鹿児島(鶴丸)城跡
【５月～２月】

か   ご   しま(つるまる)じょうあと

木佐木原遺跡
【５月～10月】

 き    さ   き   ばる

虎居城跡
【12月～２月】

とら  いじょうあと

本御内遺跡
【６月】

もと  お さと

敷根火薬製造所跡
【７月】

しき ね   か  やくせいぞうしょあと

▲
▲

▲

▲▲

▲

▲

▲

▲

■■■■ ■■■
■■

■

■■■


